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古代エジプトの壁塗りにおける
カルサイト・ブラスターの使用に関する一考察

吉村作治I塾'・宇田応之:M'・齋藤久美子：

はじめに

早稲田大学古代エジプト調在隊がルクソール市の対岸（ナイル西岸）に位置するマルカタ南遺跡

で１９７３年１２月から翌1974年２月にかけて実施した第３次調査における「魚の丘」遺跡の発掘は，

新王凶時代第１８乖朝のアメンヘテプ３世（在位紀元前1391-1353年頃）に関連する日乾レンガ建

造物の発見という成果をもたらした。続く第８次調査までに，壁画を施した面を持つプラスター片

である彩画片が約2000点出tし，この建物は創建時色鮮やかな壁画で装飾されていたことが判明

した。「魚の丘」遺跡の建造物は，使われなくなった時点で故意に破壊されたようで，ほとんどの

砿|川は凧位置には残存しておらず，破片の状態で見つかった。彩i'l'i片の断liliを観察すると，ロ乾レ

ンガの上に１''IMかのプラスターが瀧られて壁面として仕止げられていた。壁体の椛造は大きく３つ

に分類され（後述)，彩画片の原位憤を知る手がかりとして注Ｈされた。

当時の壁の施工方法を考える上で興味深いのは,｢l1塗りと思われる'２１色プラスターI響を持つもの

である。レンガにIh接塗られた卜塗りの泥プラスターの上に,３～４mmの白色プラスターが総布

され，その上に，２～３mmの泥プラスターが仕上げとして施されていたものである（図版１-１,

２）（吉村1995:41-43)。占代エジプトでは一般に石膏の口色プラスターで仕上げられている壁が多

いため，仕ﾄｰがってしまえば見えなくなる中間層に白色プラスターが雄られた目的は何かを考える

必要があった。可能性として，まず，畦血Iの描き直しが行われたのではと推測された。中間層に見

られる白色プラスターは当初ｲ|責上げ層であって．壁画の描きI尚しに伴ってその上に泥のブラスター

が瀧られたのではないかと考えたのである。しかし，「魚の丘」の彩1mハーの巾間層に見られた白色

プラスターには下捻りとｌｒ１じﾈllいスサが混ぜ込まれているため彩色面には適しておらず，また彩色
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が施された痕跡や，プラスターを東ね雄りするために当初の表面に傷をつけたような痕跡も観察さ

れず，この白色プラスターは，はじめから'l'塗りとして施されたように思われた。

そこで,ili代エジプトの雌造りにおける中堆りの技法について，既存の報i{f例を､11たってみたが，
'|'塗りについての|分な説明は兇』'1たらなかった。エジプト学においては，顔料糸ll成などに比べ雌

体構造にはあまり注意が払われず，適切な報告がなされてこなかったのが現状である。これを受け

て，本研究では,k塗りやド塗りとは明らかに質の異なるILI色プラスターがに|１雄りとして使われて

いる試料の成分分析を実施し,LI｣塗りのプラスターの'性質をlﾘ]らかにするとともに，古代エジプト

における壁施'2技術について考察する。

1．古代エジプトの壁体構造

古代エジプトの確画に関する概説では,H乾レンガや質の悪い岩稚に造られた唯1mは,彩色川に整

える必要があり，通例スサ入りの粗い泥プラスターｉM'を厚く塗った上に，さらに石営プラスター‘;':２１

を薄く塗って仕上げるとされている(Jamesl985:１３)。稀に，泥プラスターで仕ｋげられ，その

l･.に彩色が施されている場合もある(LLIcas&Harrisl962:76)｡こうした慨ＪＺ的なl泄述は，参考

文献が!氾紋されていない場合でも，おそらく１９２６ｲ|ｉに初版が出版されたLLIcasのAI]c/eni

Egyp"a"MareriaﾉsandII]d[ﾉs"iesのプラスターに関する記述を．そのまま雌批判に参考にし

ていると思われる(Lucas&Harrisl962:76-79)c仕上げのプラスターの組成には触れていない

場合もあり，泥プラスター層の上にプラスターのウオッシュがかけられている，等の1拙述も見られ

る(Robinsl986:20)。報告耆の類でも，壁の仕上げ方についてはまったく言.及していなかった

り，分析を行っていない場合も多い。例えばルクソール西岸にある２５３号墓の報告では，泥プラス

ターの上に「仕上げのプラスター(finishplaster)」が捲られているとされているが(Strudwick

l996:27),その組成には触れていない。

また，大抵の壁が２層構造であり,!i!塗り層を含む３膳構造の報告例は少ない。う°ラスターが３

牌雄られている場合にも，建造物全体ではなく，hj部的に見られるようである(R icke rby

l993:45)。そのためか，中堆りに対する|坐l心は低く,li１色のプラスターが２層塗られている場合に

も，糸Ⅱ成の述いに,Iと1い至っていない(Rickerbyl993:45)。イil火汁の洲撚のｋに''1色のIIr'1が2111'1"

られていることが確認された８１号蛭でも,Lucas&Harrisの記述に基づいて。はじめに雄られ

た粗い'曽はｲi膏であろうとしたうえで，その上に重ねて雄られたよりきめの細かいプラスターもお

そらく|１１質，つまI),２層とも石'肯であろうと推測するにとと．まっている(DziObekl992:23)｡

このように，一般に壁に使われている白色プラスターは，分析を行うことなく石肯であると見なさ

れ，中塗り特有のプラスターを使うという認識の欠如がうかがえる。
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2．プラスターの成分分析

中塗りの白色う°ラスターの性質を明らかにし，また，この中総りの技法が「魚の丘」遺跡に限っ

てみられるのか否かを確かめるべく，ここでは「魚の丘」遺跡の彩而片に加えて,l'1時代の私人墓

の壁凹片の１１１から，３１曽構造で白色プラスターが２層になっているものを取り上げ，白色プラスタ
ーの分析を実施する。

２-１.「魚の丘」遺跡の彩画片

「魚の丘」遺跡出土の彩画片の支持体部分の構造は我々の研究によれば人きく３つに大別された

(表l)(吉村1995:36-44)。第１種は２層構造のもので，上塗りと下塗りがともにスサを混ぜ込ん

だ泥プラスターから成っているものである。第２種は３層構造のもので，泥プラスターのｔ塗りと

下塗りの間にスサの混ざった白色のプラスターの層がある（図版１-１,２)。また，第３種とし

て，少数であるが，スサを含まない白色プラスターｌ層から成るものがあり，平面的な壁の一部の

ほか，玉縁や軒蛇腹などの役物に成形されているものもある(IXI版１-３)｡

表ｌ「魚の丘」遺跡出t彩、片の支持体の３分類
rablelThreestructures()IsupporllayersofthepaintedplasLcrfragmen(sIromKomal-Samak

第 １ 種 第 ２ 種 第 ３ 種
泥プラスター（細スサ入） 泥プラスター（細スサ入） 石膏プラスター

（白色、スサ無）
上塗り

中塗り

下塗り
一 - 一 一 一 一 一 一 一

泥プラスター（粗スサ入）

カルサイト・ブラスター
（白色、粗スサ入）
泥プラスター（粗スサ入）

「魚の丘」遺跡の資料に見られるn色プラスターの成分分析は既に実施してある。Ｘ線回折法に

よる分析では，第２種の'+』問膳に見られた白色プラスターは主にカルサイト（炭酸カルシウム：

CaCO3),第３種の白色プラスター１層から成るものは主に無水石青(CaSO!)であった（宇田

1998:50-51)。弟３種では，白色プラスターがｲ'三上げ層に当たり，一般的に上塗りにはｲi膏を使う

という原則が，「魚の丘」遺跡の彩画片にもあてはまるといえる。第２種では，中間層はカルサイ

トを主成分とするプラスターであって，一般的にｋ塗りに使われていた石膏ではないことから，か

つて上確りであったj!禅の|覚に，泥プラスターでｌ椎の捻り直しが行われたものとはやはり考え難い。

｢魚の丘」遺跡では，壁面の一部に,#IXI的に白色のカルサイト・プラスターの'|'塗りが塗られて

いたと結論づけることができよう。

２２．ルクソール西岸私人墓の彩１m片

早稲田大学古代エジプト調査室（現エジプト学研究所）は，「魚の丘」遺跡の彩1曲i片の比較調査

として，ルクソール西岸にある|口l時代のいくつかの私人墓の調査を行い，剥離した状態で見つかっ

た壁画片のいくつかが，現在も現地に保管されている。ほとんどの資料はスサを含まない白色プラ

スターでｲ|土げられており，ﾄ塗りは泥プラスターであった。しかし，３層構造で白色プラスター
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が２層になっているものもあり，上途りにはスサの入らない白色プラスターが２～３mm,中塗り

には粗いスサ混じりの白色プラスターが３～４mm塗られていた（図版１-３,４)。この||!塗り層

は「魚の丘」過跡の彩l'l'j片に兄られるII1縦りの''1色プラスターと色や質感が極めて類似している。

そこで，ドゥラ・アブ・ン＝ナガにあるW６号墓と３３３号墓の朧1m1片の上塗りと巾捲りの白色プ

ラスター層から５mmlﾉU方稗度の承11片をサンプリングし,X線川折法によI)成分分析をｲ｣:った･

プラスターの承l1片(5mm四方,1早み２～３mm)を乳鉢で十分細かくすI)ぶつし，粉末Ｘ線n折

用ホルダーの四角い穴の部分に装填し，測定に供した。使用した装置はグラファイト・モノクロメ
ータ付きPhilips社製X'Pertで,Cu対陰極には４0kVを印力||し，フィラメントには３０mAの電流

を流した。また，ゴニオメータはステップ間隔０．０２５．，送I)速度0.005･で２8スキャンした。結

果を表２～５,IXll～４に示す．

x２W6号堪川|:"IIIII)}-仕Ｉ.げ1脚のＸ線I111折法による分析結果
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X３W6号墓川士彩I由1片中間層のＸ線回折法による分析結果
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図３衣４に示したＸ線II I I折法による分析結果
Fig.３X-raydiffracli()11patternofTable４
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fili采は．以下のように要約されるｏ

W6号墓卜塗り→石膏プラスター i芝にカルサイトであり、雌水ｲEi肯と泥のi戒分であ

るクオーツを少敬含む。

i是にカルサイトであり、クオーツを少斌含む。

ほぼ純粋な雌水ｲi奇である。

i品にカルサイトであり、クオーツを少11:i言含む。

→
→
→

り

り

り

雄

碓

堆

１

０

二

一

Ｔ

ｌ

カルサイト･プラスター

イi膏プラスター

カルサイI､．プラスター

;33-リー蕊

３３３リー堆の上堆りはほぼ純粋なiII水ｲi'尚:である。ル職の光成時にはﾕ水ｲi街であったものが総ｲ|変

化で雌水ｲi背に変わったものである､i':{｡W６り墓のI塗りはカルサイトの比率が尚くなっている

が，上蛾りであるにも関わらずこのようにカルサイトの含ｲj̅III:がｲi肯を上IITIる例は，これまでにも

確認されており，これはより|雪lい色をｲ!｝るために人為的にカルサイトをｲi膏に混ぜ込んだためであ

ろうと!測りlされている(Lucas&Hal-l-isl962:77:LeFLll･1994:91)｡と§の程度の割合でｲｺ膏が含

まれれば．イi膏により|古l化するのかは現在把梶されておらず，今後のｲﾘf先を待たなければならない

が，ｌＬ１色顔料と|可様，カルサイト，イi膏，ハンタイトなと§から成り，ゴムや汕脂などが媒材として
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使われていたことが知られている仕上げに極薄く塗られたウオッシユ(Stuliketal.1993:57,60-

62）とは，石膏を間結材とする上総りのプラスターは区別されている。W６号墓の場合，上塗り層

はある程度厚みもあり、混和材としてのスサを含まないことからも,li馴化はｲi盲によるものと考え

られる。

W６号墓,３３３号墓ともに中塗りはカルサイトを主体とし，「魚の丘」遺跡の彩画片の中塗りに

見られた白色プラスターと同様と見なすことができる。分析した試料では上塗りと中塗りはともに

向色を呈していたが，中塗りは石灰岩粉末（カルサイト）を主成分とし，上塗りは石膏のプラスタ
ーというように，性質の異なるプラスターが使われていたのである。

3．分析結果の考察

「魚の丘」遺跡の彩画片のうち３層構造のものとW６号墓と３３３号墓の壁画片の構造とを比較し

てみると，上捻りのプラスターの質は異なるが，プラスターを３層重ねる構造，および卜塗りの泥

プラスターと中溌りのカルサイト・プラスターの基本的な組成は同じである。つまり，各層の組成

と間化のｲ|:ﾉJ.は以l､,のように要約される。

上塗 I ) (魚の丘）→泥プラスター

(W6,333)→石膏プラスター

中塗り（共通）→カルサイト･プラスター

卜塗り（共通）→泥プラスター

水の蒸発により固化(混和材としてスサを混ぜる）

石膏が固結材となり化学変化により固化

水の蒸発により固化(混和材としてスサを混ぜる）

水の蒸発によりI古Ｉ化(混和材としてスサを混ぜる）

このように，今胆I分析を行った試料においては，意図的に卜塗りや上塗りとは質の異なるカルサ

イトを主成分とするプラスターを中塗りとして用いる技法が存在したことが分かった。上塗りが泥

の場合も石膏の場合も，カルサイト・プラスターを中塗りとして用いている。

カルサイト・プラスターを中総りに使った理由については，現状としてまったく類例ｲ《足であり

推測の域をl{}ない。カルサイト・プラスターを中塗りに使うと，泥プラスターとの吸水性の違いな

どにより，上塗りがうまく雄れることが経験的に知られていたものと思われる。また，１１!塗り部分

に薄くだけ用い，厚く塗らなくてはならない卜塗りには泥プラスターを使っていることから，カル

サイト・プラスターは厚く塗るには粘性が足りないか，採取される量が限られていた可能'|生が考え

られる。建物全体に使われていないことも採取量が関係しているのかもしれない。こうしたカルサ

イト・プラスターの特性は，今後，類例の充実と，実験等により確かめていく必要がある。少なく

とも現時点において，カルサイト・プラスターは白色であり石膏の上塗りと似ているが，上塗りに

は適さず，上塗りを受けるための中織りとしては有効であるという特性が古代エジプトの職人に理

解されていたということができる。古代エジプトでは壁には主に石膏プラスターと泥プラスターが

- ワ ー
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使われていたと言われてきたが，壁の施工法を正確に把握するにはカルサイト・プラスターの使用

を考慮に入れていかなくてはならない。

カルサイト・プラスターの使川を考える場合,･iliい報併ではあるが,Mackayによる１９２１年に

発表された論文で報告されたアラビア語で「ヒブ('/,M､)」とll乎ばれるプラスターが関心を引く．

Mackayによると，「ヒブ」とは，風化した石)火岩の一楠で，岩の断崖のうろや砂漠のくぼ地など

に堆積し，淡い黄色を呈したとされ，調査当時，地元で|]乾レンガ家屋の内碓の仕上げとして用い

られていた。この「ヒブ」に外観と質感の似たプラスターが，ルクソール西岸にある占代の烏窟墓

１０基鞭いでも使われていたと報告されたｃこれらの墓では，岩盤の上に直接，あるいは泥プラスタ
ーを塗った上に「ヒブ」のプラスターを雄り．その上に仕上げのプラスターが塗られていた

(Mackayl921:21)。「ヒブ」は上塗りの下に捻られており，今呵分析を行ったカルサイト・プラ

スターとlT1様、中塗りとして使われている。Mackavは「ヒブ」の成分分析を行っていないが，主

に風化した石灰烏の粉末から成るのであるなら，石lｿ<岩の主成分であるカルサイトが主に検出され

るはずである。カルサイト・プラスターは成分的にも「ヒブ」と同様のものであると考えることが

できる。

「ヒブ」はルクソール1町岸IＩ妃の芥にある節l９1iIIJI初期のネフェルトイリ|;妃（紀兀前1300-

1250年頃）の墓でも使われた可能性が指摘されている。墓の一部に見られる，泥のう．ラスターよ

りも色の明るい上塗り層が「ヒブ」ではないかとされているが，成分分析は行われていない

(Rickerbyl993:45)｡別の研究者が同墓において行ったプラスター分析の結果をみると,２増構

造の部分で，下塗りは白っぽい黄色を呈し，主にクオーツとカルサイトからなり，それにわずかに

無水石膏を含み，一〃，上塗りはより白く，主に難水ｲi冑であった(Salehl987:96-97)。この報

告では「ヒブ」には言及されていないが，成分的に見て，下鐺りが「ヒブ」である可能性が考えら

れる。「ヒブ」の使用の可能性を示した報告例はこれくらいで，残念なことに「ヒブ」はその後も

あまり注目されず，カルサイトを主成分とするプラスターが使われていたという認識は研究者の間

にはあまり広まっていない。パ';5’

また，ルクソールの新王同時代の私人墓で使われているプラスターを体系的に観察したKampp

は，マール・クレイ（泥灰t)が使われている典が数-l･鵬あると繩{}ｉしている｡(1996:131-132)<>

マール・クレイは，占代エジプトにおいて上器の胎ｋとして使われていたもので，泥灰岩とｲf灰岩

からできた石灰質の粘'三で，エスナからカイロの間のナイル流域で犀川し。または，ワディ（洞谷）

が洗い流される過程で泥灰岩や石灰岩と混ざった|:砂の二次的な堆積としても見い出される

(Bourriaueta1.2000:121-122)｡Mackayが聞き取り渦在により得たと思われる「ヒブ」の堆積

状況は後者に類似している。Kamppはプラスター成分の科学分析は行っておらず。石肯と思われ

るものより粒子が粗く，ナイル・シルトとは異なり明るいグレーや黄土色を示すものを便宜的にマ
ール・クレイとしている(1996:130)cまた，マール・クレイが畦のｔ塗り，中塗り，下塗りのい
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ずれに使われていたのか区別していない(Kampp:1996)。本稿で取り上げているカルサイトを主

成分とするプラスターはかなり白色に近いが，石灰質である点で共通しており,Kamppがマー

ル・クレイとしているものに該>'１する例が含まれている可能性が考えられる。

マール・クレイは一般的ではないもののＨ乾レンガにも使われていたとの報告がある。中エジプ

トに位贋するアマールナの労働者の村の跡では，通例日乾レンガに使われるナイル・シルトに加え

て，マール・クレイで作られたレンガが確認された(Kemp２000:81)。比較のために調査された

川岸に近い遺構では，マール・クレイのレンガは確認されていないが，これは砂漠から離れている

ため川の沖積tを利艸Ｉしたためであり，一方，砂漠の縁辺に近い労働者の村では，いろいろな種類

の土の人手が口]能であったと考えられている(Kemp２000:80)。実際，アマールナの労働者の村

の近くには，マール・クレイの堆積が確認されている(Nicholsonl989:243)。この例は，ナイ

ル・シルトに比べると採取できる場所は限られるが，入手が容易であれば，通例ナイル・シルトを

用いる建築材料にマール・クレイが使用されることがあったことを示している。

マール・クレイは，陶工により古くから利用され，また建築材料としても川Iいられることがあっ

たことから，朧の''1塗りとして使われていたカルサイト・プラスターも、マール・クレイの種を

プラスターの材料としてi,叶川したものであるI'J能性は尚い。マール・クレイのようなイil火質の堆積

土が原料だとすると，磯のプラスター材料として広く用いられていた石膏やナイル・シルトとはlⅢ

らかに採取場所が異なっており，中途りとしての使い分けに加え，採取場所の点においても，カル

サイト・プラスターは別種のプラスターとして扱われるべきものであるといえる。

おわりに

今回の考察の結果，少なくともルクソールにおいて第１８王朝時代，カルサイト・プラスターの

材料の採取場所が下近にあり，中歳りとして適していたため選択的に利肘されていたと考えること

ができる。イil火質の堆積tの使用についてはこれまで主に土器の胎土に使われたマール・クレイだ

けが注'二'されてきたが，プラスターにも利用されていた可能性が折摘されたことにより，レンガ，

モルタルなども含めた建築材料全般の再検討が必要となってきた。また，カルサイト・プラスター

が''1蛾りに適するといった，古代エジプトの職人のプラスター特性に対する理解度も兄IIII:していか

なくてはならない。カルサイト・プラスターを!|１塗りに使うという技法の確認は，占代エジプトに

おける技術伝統の'l'Ｈを広げるものとなった。
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証１泥う°ラスターの使川は光'１帆時代（紀元ｉ1３000年以Ijil)まで遡り，蹄凹を施す場合はたい

てい泥う°ラスターの上にｲl:12げのイi'i.fプラスターが雄られた(Lucas&IIarrisl962:76)｡泥プラ

スターのｉｉな材料はナイル・シルトで．ｋ塊をｲIIMに繋ぎllをめるためにスサ（刻んだ雌）を汎ぜ込

んで川いた。

i誰２壁I旧iを施すための仕|きげに蛾られた代衣的なプラスターがｲｉｆ･サプラスターで。初期|;'lﾘ111､f代

(紀元|113000-2778年頃）からその仙川が認められる(LLIcas&Harrisl962:76)。仕Iげにイ｢'ﾊ：

を川いていたことは，分析に雌づいたいくつかの報告によっても災付けられている(cf.LuCas

l927:62-164:Dinsmore&H()wal-dl９８８:62:Salehl987:９７)｡

石営（硫酸カルシウム）と|呼ばれているプラスターの原料は,I ' l然界では二水石膏(CaS()!･

21LO)の形で鉱物としてjirlllし，約１００℃で焼くことで約４分の３の水を失い，半水ｲi膏（焼ｲ「
'l. i : ,プラスター・オブ・パリ:CaSO,･l/2H20)となる。これがII}び水と化合し二水ｲ7'尚:となっ

てl, ' i l化する(LuCas&Harrisl962:79)。古代エジプトのプラスターの分析結果では雌水ｲif̅i :

(仙ｲIH:CaSO!)の検川例も洲'『されている(Salehl987:96-97;Stul iketa1.1993:5７:' j - :川

1998:50)｡l'lil化した段階でズ水ｲi'ﾊ;であったものが，エジプトの様にiIWIIIiで乾燥した状態にli↑かれ

たことで，無水ｲif.i:に変化したものである。摂氏３０1",i1,11度３()～４0パーセントの状態で変化が

起こることが確認されている(LeFurl９９４:132)。

イi膏は化学変化によりそれ''1体がIIITI化するため．ブラスターとして1淵製する際にスサなどの繊維

蘭を混ぜ込むことを必ずしも必典としない｡Lucasをはじめ代衣的なフ･ラスターに関する記述に，

イi'尚プラスターにスサが混ぜ込まれていたとする記載は低い。

イi肯プラスターとしばしば況l'ilされがちなのが．石l火を川いたプラスターであるが,｢If代エジプ

ト王朝時代にはほとんど使われなかった。フレスコl'i'iの支持体に川いる漆喰の材料が7i灰であり，

プラスターの準備の諸段階で瑞称が異なる。石灰岩（炭雌カルシウム:CaCO３)を約９００℃で焼

くことで炭酸ガスが抜け'|ﾐｲ『1火（樅化カルシウム:CaO)ができる。生ｲ『灰を水に漬けておくこ

とで浦イi灰（水酸化カルシウム:Ca(OH)2)が得られる。これを砿体に塗ると，乾燥しながらﾂ將

知'1のＺ酸化炭素と結合し，炭酸カルシウム化し固まる。ii'iｲil火で雄られた畦は長い時lll1をかけて

lﾉjiWIjまでｲi灰岩化していく。つまり、はじめのｲi灰V;･の状態にﾉﾉ&っていくのである。イil火プラスタ
ーを川いた壁は耐水』|ｿ'２があり，イi山賀になる。

lli代エジプトでは，イil火が使われた例はほとんと報i!『されておらず，ローマ支配時代|}M始（紀)t

l)１３０年）以降石灰を仙川していたローマ人によりエジプトに導入されたものと考えられている

(LLlcasl924:128)。例外として,１９９２年にテル・アルーダブァで発兄された第１８王朝時代初蚊に

年代付けられている畦lmi片でｲil火の使川が認められた(Bietakl994:45)。この壁面はエーケ抑地

域特有のモチーフを示しており，技法的にも当時エーケ海地域で使われていたフレスコ技法により

州かれたものと,'&!われる。しかし，今のところこれが唯一の報i'f例で，その後，石灰の使川はエジ
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プトには定着しなかったようだ。従って，エジプトに大々的に石灰の使川が導入されたのは，やは

りローマ支配時代となる。

註３）註２）参照

註４)３４,６９,１０３,１０８,１３８,１７２,175,181,200,201号墓で,１０３号墓は第１l王朝に年代

付けられる(Mackayl921:１６１(1))。

註５）プラスターに関する基本的な記述の中で,Lucasは「ヒブ」を泥プラスターの一棟とみな

し，粗製の泥プラスターはナイル・シルトから成るが，良質なものは粘士と石灰岩の粉末の自然に

できた混合物から成り，アラビア語で「ヒブ」とII乎ばれる今Ｈでも使われているプラスターと同一

物質であるとしている(Lucas&Harrisl962:76)｡LucasはおそらくMackayの論考(1921)

を参考にしたものと思われるが,Mackayが指摘した「ヒブ」の２つの特徴,1)淡黄色で,２)

下塗りまたは中塗りに使われたという‘|青報が脱落し，ナイル・シルトの泥プラスターとの違いが暖

昧になってしまったようである。
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２．図版1の破片を側面からみたところ
SidcvicwofthcIragmentofP1.1-1.
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１．「魚の|茄」遺跡IIHa
ｌ'1色プラスターの'l１|Hjji脚がある彩川片

Fragmelltwithamiddlelayerofwhiteplasterfrom
Ｔア １ イ 、 １

八ｏｍａｌ-ｂａｍａＫ

Ｃ耐

３．「魚の庇」遺跡出kI"1色プラスター片
FragmentofwhiteplasterfrOmKomal-Samak
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｡
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口恥弓密ゞ。
〃ｳ

驚潔 勘

、蕊鴬蕊 溌露､、 の

ゾ

5餉鰯灘郵霧
惑謹,、 蟻謹馨鷲

ひ

４．ルクソール|叫岸W６)ﾉ墓出ｌﾐ彩IⅢ１片
Fragment()fwallpaintingfr()mThebaIIT()mbW６

５．ルクソール山岸333号墓川ｔ彩川片
Fragment()fwallpaintingfromThcbanT()mb３３３

凹版１分析した試料
P1.1Samplcsana lyzed
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AStudyoftheUseofCalcitePlasterfOrPlastering
WallsinAncientEgypt

SakujiYOSIIIMURAに)､MasayukiUDA｣ﾙⅢandKLImik()SAITO

)SCh()()I()IIIumanScien(res.WasedaUlliversitv
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I１hasbcengenerall,．ａ(､Ⅸ､l)1(j(llhalf()l･plasterillgu･allsinflll(､i(jllIEg]"pltheplastcrwasc()m-

m()nlyappliedintw()la]-(j1･s.asurl̅a(P[､la]-el-()fg]･psum(CaS(),･２１L())()l･IincclayplasIcr()vcl-a

b(Isclayer()fcoarseday１)lasIcl-、１１()wel･cr.alamud-bri(ykslrLIclulでatK()mal-Samak,Mal[lala

S()uth,datedtolhel℃igll()IAm(il]hctcplll(c.1391-1353,")､ｓ()ｍ(､()Ithewallshadthreelavers()I
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(CaCO;)byX-raydiffrac(i()n.Th[, l lse()fcalcitcplastel･asamiddlelayerl ikelhishasI1() lbccI1

in(cllsivclvcxamined.

F()rc()mparatiI'esludy,iragm[､nIs()fwallpailllinglr()mlw()I)ril･ak,t()mbsr()ughly(j()11(clnp()-

rflrywiththestru(､turefllK()111fll-Sam&lkw(JresILldi[､｡、II1111[､s(jl()mbs.tw()thilllayers()Iwllit(、

l)lasIcrw(jl-capplicd()v(jl･(､()ars(､（､la]'l)1(IsIcl-.Inb()1h(()1111)s・(IK､slll-[(ICClayCl･waSidClllifi(､(１1)v

XI(I)asall l lvdrite(CaS(),) ,al ldl l l[､middlela,-er(Paki(e.Thcs(_>rcsullssccll l l()sl l()wll lalal lclcl l l

Egyl)tiansdeliberalelyllsc(I(Jak､ilcI)lllsIcl･f()l･preparingth[､wallt()r(､ccivcasurfacclavcr.
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